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議題

１：佐藤　ミツ子様　（青風荘利用者様）の処遇について

２：村田　　昭一様　（青明舎利用者様）の処遇について

３：船場　　幸子様　（青山荘入所者様）の処遇について 

１：佐藤　ミツ子様　（青青風利用者様）の処遇について
病名：　精神遅滞（ＩＱ45）統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

1 身の回りの事（整理整頓）

・整理整頓が上手く出来ず、苦手である。

・シャンプーやリンス､歯磨き粉など使い切らないで新しい物を購入する。

・場所や目的に応じた服装の選択が出来ない。

介入方法

・掃除や整頓の必要性について説明し、本人が取り組みやすい段取りを本人と話し合い、継続して介入する。
・自発的に行なえない時は訪室して掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。
・シャンプーやリンス､歯磨き粉など購入の際は在庫の確認をしてから購入させ無駄の無いようにする。
・余暇時間や通所時に外出着を着用したり､気温に合った服装が出来ない為、その都度説明し適正な服装を着用できるようにしていく。
②他者との交流

・過度に緊張してしまう

・自ら思っている事を上手く伝えられず、ストレスを溜め込んでしまう。

介入方法

· 緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがある為、見守っている事を伝え、安心感を与える。
・緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがある為、見守っている事を伝え、安心感を与える。
・集団の場に段々と長く居る事できるようになってきている為、自ら交流した時はその事を評価し、時間を延ばして居れるように介入していく。
・不満や思っている事を話せずにストレスを抱え込んでしまう傾向にある為、定期的に面談の場を設け接触を図りながら軽減に努める。
・施設での生活を有意義に過ごせるよう趣味の拡大をしていく。

＜評価＞

　物事に対する応用が難しい為、実際の場面を実践し、振り帰りを行いながら応用出来るよう介入支援していく。本人、一生懸命取り組もうとする姿勢が見られるため、本人に適したプランを作成し定着した日課の取り組みが出来るよう行ない、本人の良い面を引き出し評価しながら自信に繋げていく。今後の処遇等については家族と相談や面談の機会を持って検討していく。

２：村田　昭一様　（青明舎利用者様）の処遇について 

病名：統合失調症　　　　　合併症　脂肪肝・高血圧高

＜支援内容＞

健康管理・就労の継続

＜評価＞

現在の生活に満足している様で、就労についても『俺にしか出来ない』と自負しており、責任もって従事している様子。元気に本人らしく生活したいという本人の希望を維持していけるよう支援し、また本人が相談したい時にはすぐ対応できるよう青明舎スタッフとの関係を良好に構築していく。病気を再燃させないように健康管理（服薬・バランスの良い食事）をきちんと行なえるよう介入し見守っていく。

３：船場　幸子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症

　問題点

 ① 不安への対処方法（継続）

・物事の変化に弱く、不安になる

介入方法

・現在できている事は生活全般で随時評価する（掃除、洗濯、保清、調理）不安と自信がない事として諸手続き、居住地区以外の外出がある（手帳更新、バス券更新、健康保険税支払い、ATM利用、近隣のバス利用）この点について体験を積む機会をこれまでより増やして出来た事への振り返りを行い自信に繋げれるよう声掛けする。

・余暇支援は自発的に花、野菜の手入れ等手伝うこと多く見られる今後も継続して楽しめるよう見守る。

・自炊訓練は自分ファイルを活用し、絵つき調理手順とコツを共に実践して伝えてマンネリ化のないよう、振り返りながら励ます。

・買物同行の機会も作り、他の意見も聞きながら買物選びを楽しみ、賞味期限の有効性も促し、美味しく食べるコツを伝える。

・自活する事に意欲を持てる様、不安の訴えや相談できるスタッフが多数いる事を伝えていく。

・退所要件を勧めるにあたり、心配事や不安感もあると思われるのでタイムリーに傾聴することを実践する。
②　健康管理・体重（継続）

介入方法

・体重計測は継続されている。
・体重変化は1年前より1.5kg増量する。運動する楽しみも増やして、近隣の散歩の促しを行い、気分転換をしてもらう。

・健康維持は、八戸市の健診結果で理解している事もあり、野菜中心の食生活を継続する。嗜好品として果物の缶詰が好みとしている事もあるので、生の果物の美味しさを伝えていく。
・今後も八戸市の健診案内を活用するように勧めていく

＜評価＞

退所後は本人、ＧＨ入所を希望していることから自立した生活ができるよう金銭管理（ＡＴＭ操作習得）が単独で行なえるように支援していく必要がある。姉と施設との関りに見えない点がある為、具体的な内容の面談を行なっていく。現実的な支援と不安の対処方法を並行して支援できれば理想であるが、退所までの期間が短い為、支援の優先順位を決めて行なっていく。諸手続き等に関しては関係機関に依頼し、本人へは困った時に誰に（機関）相談すれば良いかきちんと認識して頂く。







